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1．スクリプト処理プログラム

　　スクリプト処理プログラムは以下の処理を実行する。

(1) プロジェクトファイル読込

　　プロジェクトファイルを読込みメモリに記憶する。

(2) ソースファイル読込

ヘッダ、ソースファイルを読み込み解析して関数の型、パラメータをメモリに記憶する。

(3) 字句解析

スクリプトを読み込みトークンに分解して字句解析する。

(4) 構文解析

   スクリプトの構文解析を行なう。

(5) 意味解析

   スクリプトの意味解析を行なう。

(6) 内部データ生成

メモリ上に展開された解析結果から、関連する情報のリンクや出力用データの生成を行なう。

(7) 関数の使用状況チェック、インデックス付加

関数がスクリプトに新規に追加されたか、ソースに定義済みかの判断を行い、パケット処理プログラムから呼び出されるｃａｓｅ文のインデックスを決める。また、ソースへ出力する関数定義の順番を記憶する。

(8) 命令コード書き出し

ｐｋｔｃｏｄｅ．ｄａｔへ全パケットの命令コード及びデバッグ情報を書き出す。

(9) ソースファイル書き出し

スレッドのヘッダファイル、ソースファイルを書き出す。

２．パケット処理プログラム

２．１．機能

　　パケット処理プログラムの主な処理は以下の６つである。

(1) スレッドの起動・停止

(2) メッセージキューの監視、メッセージ受信

(3) パケットの命令コード実行

(4) 次の命令実行スレッドへのメッセージポスト

(5) 待ちパケットの制御

２．２．に述べる動作モードをウィンドウメッセージ処理プログラムとして動作させる場合は上記(1)、(2)の処理内容は次のようになる。

(1) ウィンドウへのアタッチ、デタッチ

(2) ウィンドウからパケット処理プログラムへ渡されるメッセージの処理

２．２．動作モード

パケット処理プログラムの機能はクラス CPacketCtrlにより実現される。

　　CPacketCtrlは初期化の方法により次の３通りの使い方ができる。

(1) 受動的なスレッド

メッセージを受け取った時に応答する。本モードは待機時のＣＰＵパワーのロスが無い・

(2) 能動的なスレッド

　メッセージを受け取った時の応答に加えて、定周期でユーザ定義の関数を呼び出し処理する。

このスレッドは状態監視等の処理をPolling()関数をオーバーライドして記述することができる。本関数はSleep()を周期的に呼んでいるので、メッセージの受信と応答が最大Sleep()時間＋α遅れる。起動時のパラメータとして遅い周期を指定したい場合（目安は20msec以上）は、受動的なスレッドとして起動し、SetThreadTimer()関数によりタイマーをセットして OnThreadTimer() 関数をオーバーライドして処理を記述することを推奨する。

　　

(3) ウィンドウメッセージ処理プログラム

　　ウィンドウが受け取るメッセージの中からパケット処理に関連するものをCPacketCtrlへ

　　渡すことによりスレッドの動作に準じた処理が実行される。

メインスレッドの中での処理となるので、単独のスレッドとしての同時並行処理はできないが画面表示処理をパケットから直接呼び出す場合等に必要となる。

３．スクリプト処理プログラムにより生成される命令コード（中間コード）の形式

以下の①～③は次の命令実行アドレスを示す。

if文elseあり

	IF 
	TRUE→①
	0
	FALSE→②
	式

	① 文
	
	

	GOTO  
	→③
	② 文
	③
	


if文elseなし

	IF 
	TRUE→①
	0
	FALSE→②
	式

	① 文
	②
	


代入

	SET
	次のaddr
	左辺式
	右辺式


label

	LABEL
	0


goto文

	GOTO 
	JUMP先


関数呼び出し    

	FUNC
	次のaddr
	※1
	ｽﾚｯﾄﾞID
	関数Index
	ﾊﾟﾗﾒｰﾀ ※2
	左辺式


※1:ｽﾚｯﾄﾞ,ｳｨﾝﾄﾞｳ区分 

※2:同期、非同期、起動、待機の区分、特殊な関数の種類、生成パケットＩＤ

end文

	END
	0


式

	EXPR
	長さ
	OP2
	結果
	val1
	val2
	OP1
	結果
	val


     

                              長さ

　　　　式の命令コード

　　　　コードの配置を左から右へ順に処理していくことで評価結果が得られるように配置する。

　　　　OP2：２項演算子、OP1：単項演算子   (val1～valの型情報,変数・定数区分を含む)

        val1,val2,val,結果：変数格納アドレス

４．パケットの構造

(1) パケット全体

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ﾍｯﾀﾞ

待機ｽﾃｰﾀｽ

内部予約1

ﾊﾟｹｯﾄｻｲｽﾞ

ﾊﾟｹｯﾄ種類

内部予約2

error時のJUMP先

関数復帰値ﾊﾞｯﾌｧ

ｺｰﾄﾞｴﾘｱ位置

定数ｴﾘｱ位置

ｼｽﾃﾑ変数ｴﾘｱ位置

ﾕｰｻﾞ変数ｴﾘｱ位置
	char

char

char

long

short

short

long

long

long

long

long
long
	6 (byte)

1

1

4

2

2

4

4

4

4

4

4
	“PKV01” + ‘\0’ 固定

Id: 1～4095



	ｺｰﾄﾞｴﾘｱ
	long
	4×n1
	命令コードを格納

	定数ｴﾘｱ
	char
	16×n2
	スクリプトの中で使用される定数を格納

	ｼｽﾃﾑ変数ｴﾘｱ
	※1参照
	32
	パケットの状態を示すデータを格納

	ﾕｰｻﾞ変数ｴﾘｱ
	可変
	可変
	スクリプトの中でユーザが宣言した変数を格納


　(2) システム変数エリア ※1

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ﾊﾟｹｯﾄ識別No.:

生成元ﾊﾟｹｯﾄ識別No.

実行中の命令ｱﾄﾞﾚｽ

ｽﾚｯﾄﾞID

優先度

ｼｽﾃﾑｴﾗｰ発生ｽﾚｯﾄﾞID

ｼｽﾃﾑｴﾗｰNo.

ﾀｲﾑｱｳﾄ
	long

long

long

long

long

long

long

long
	4 (byte)

4

4

4

4

4

4

4
	システム全体でユニークな0以外の値

CreatePKTにより生成されていない場合は0

ﾊﾟｹｯﾄを占有しているｽﾚｯﾄﾞのID

将来用

ﾊﾟｹｯﾄ処理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで発生したｴﾗｰ

将来用


５．メッセージ

　パケット処理プログラムでは、Ｗｉｎｄｐｗｓメッセージの中のユーザ定義メッセージとして以下の値を使用する。

	項目
	ＩＤ
	説明

	WM_PACKETMSG
	WM_USER + 40
	パケットの送信通知
    Wparam:不使用, Lparam:ﾊﾟｹｯﾄのｱﾄﾞﾚｽ

	WM_PKTNOTIFY
	WM_USER + 41
	汎用通知メッセージ

　　Wpalam:は以下の表に定義


　

WM_PKTNOTIFY のWParam
	項目
	値
	説明

	WPARA_CALLFNC

WPARA_CHECK

WPARA_STATCHG
WPARA_STOP
WPARA_STEPCHG
WPARA_DBGMSG
	1

2

3

4

5

6
	関数呼出

チェックイベント

状態変化通知

停止指示

ステップ実行

デバッグメッセージ通知


６．共有メモリ

(1) 共有メモリ全体の全体構成

	項目
	型
	サイズ
	説明

	初期化済ﾌﾗｸﾞ

ｱﾛｹｰﾄ済み領域

ｱﾛｹｰﾄ領域index

空き領域ﾘｽﾄ先頭

ﾒﾓﾘ管理ﾃｰﾌﾞﾙの配列

ｽﾚｯﾄﾞID管理ﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟｹｯﾄID管理ﾏｯﾌﾟﾃﾞｰﾀ

ﾊﾟｹｯﾄ数

ｽﾚｯﾄﾞ数

ﾊﾟｹｯﾄｼﾘｱﾙNo.

ｻｲｽﾞ管理ﾃﾞｰﾀ初期化済みﾌﾗｸﾞ

ﾊﾟｹｯﾄ固有ﾃﾞｰﾀ

ｽﾚｯﾄﾞ固有ﾃﾞｰﾀ

pktcode.dat生成時刻

ｳｨﾝﾄﾞｳHandle

ﾃﾞﾊﾞﾂｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ識別ID

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報位置

ｽﾃｯﾌﾟ実行ｺﾝﾄﾛｰﾙﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞﾊﾞｯﾌｧ
	Int
ULONG

ULONG

int 

struct memTbl
struct MapData
struct MapData
int

int

int

bool

struct tPktBlock
struct tThrIdArray
char

HWND

int

int

struct tStepData
char
	4 (byte)

4

4

4×25

12×8192

1788

1788

4

4

4

1

12×256

8×128

12

4

4

4

8

64×128
	0< :共有ﾒﾓﾘの初期化完了, 0:初期化未完

領域合計(byte)

ｱﾛｹｰﾄする領域No.

Freeされた空き領域のﾘｽﾄを管理する.空き領域は領域のｻｲｽﾞ別に管理される.ｻｲｽﾞは25段階

ﾒﾓﾘ管理ﾃｰﾌﾞﾙは※2参照

ｽﾚｯﾄﾞのID別情報を管理する.

ﾊﾟｹｯﾄのID別情報を管理する.

ﾊﾟｹｯﾄIDの総数

ｽﾚｯﾄﾞIDの総数

次に割り当てられるｼﾘｱﾙNo.

ﾊﾟｹｯﾄのｻｲｽﾞを登録済み:true,未登録:false

· 3参照

· 4参照

pktcode.dat、pkttbl.hの生成時刻

Dbug_WinのﾒｲﾝｳｨﾝﾄﾞｳのHandle

pktcode.datから読込んだﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ情報の配列No.

ｽﾃｯﾌﾟ実行ｺﾝﾄﾛｰﾙﾃﾞｰﾀ

ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞﾒｯｾｰｼﾞ

	ｱﾛｹｰﾄ領域


	char
	
	ここから管理ﾃﾞｰﾀ領域、及びﾊﾟｹｯﾄを割り当てる.


(2) メモリ管理テーブル: struct memTbl  
※2

共有メモリの１つのアロケート領域を管理する。獲得後開放されたエリアはリサイクル用のエリアとしてリストで管理される。空きデータ配列Ｎｏ．に次のリサイクル用エリアの配列Ｎｏ．を格納しリストを構成している。

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ｵﾌｾｯﾄ

空きﾃﾞｰﾀ配列No.

使用中ﾌﾗｸﾞ

ｻｲｽﾞ配列No.
	ULONG

ULONG

BYTE

BYTE
	4

4

1

1
	ｱﾛｹｰﾄ領域の位置を示す.

次の空きﾃﾞｰﾀ配列No.

使用中:1,空き:0

ｻｲｽﾞを2のn乗で表したときの n-7 の値


(3) パケット固有データ: struct tPktBlock
※3

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ﾊﾟｹｯﾄID

ｵﾌｾｯﾄ

ｻｲｽﾞ
	short

pkt

size
	2

4

4
	ﾊﾟｹｯﾄID

Pktcode.datから読み込んだﾊﾟｹｯﾄｴﾘｱの共有ﾒﾓﾘ上の位置

ﾍｯﾀﾞｻｲｽﾞ＋ﾃﾞｰﾀｻｲｽﾞ


(4) スレッド固有データ: struct tThrIdArray
※4

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ｽﾚｯﾄﾞID

ｳｨﾝﾄﾞｳﾌﾗｸﾞ

ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞID
	short
short
union 

  unsigned int

  または HWND
	2

2

4
	ｽﾚｯﾄﾞID:ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理ﾌｧｲﾙに定義した値

ｳｨﾝﾄﾞｳ:1, ｽﾚｯﾄﾞ:0

ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞのｽﾚｯﾄﾞID

またはｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ


(5) デバッグ情報管理領域: struct dbgInfHead
本データはアロケート領域に割り当てられる。

	項目
	型
	サイズ
	説明

	ﾊﾟｹｯﾄID

ﾊﾟｹｯﾄ名

変数情報数

変数情報位置

ｺｰﾄﾞ情報数

ｺｰﾄﾞ情報位置
	short
char

int

int

int

int
	2

34

4

4

4

4
	ﾊﾟｹｯﾄID 

ﾊﾟｹｯﾄ名

ﾊﾟｹｯﾄ変数の数

共有ﾒﾓﾘ上のﾊﾟｹｯﾄ変数ｴﾘｱの位置

ｺｰﾄﾞ情報の数

共有ﾒﾓﾘ上のｺｰﾄﾞ情報ｴﾘｱの位置


(6) ステップ実行コントロールデータ: struct tStepData
	項目
	型
	サイズ
	説明

	ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ指定ﾌﾗｸﾞ

ｽﾃｯﾌﾟ指示ﾌﾗｸﾞ

ｽﾄｯﾌﾟﾌﾗｸﾞ

予備

ﾊﾟｹｯﾄID
	bool

bool

bool

bool

int
	1

1

1

1

4
	ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ中:true, その他:false

ｽﾃｯﾌﾟ実行する:true, その他:false

ｽﾄｯﾌﾟ中:true, その他:false

予備

ﾊﾟｹｯﾄID

























































































































































































